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交通網問題対策等調査特別委員会設置要綱 

 

１ 設置の目的 

  豊岡市の基幹交通網の整備をはじめ、市民生活の利便性等を高めるための

公共交通機関の諸課題等について調査を行うため、地方自治法第109条及び豊

岡市議会委員会条例第５条の規定に基づき、特別委員会を設置する。 

 

２ 委員会の名称      

    交通網問題対策等調査特別委員会 

 

３ 委員の定数 

    ８名 

 

４ 付議事件 

 ⑴ 北近畿豊岡自動車道、山陰近畿自動車道（鳥取豊岡宮津自動車道）、但馬

空港及び鉄道に関する調査研究等 

⑵ 路線バス等地域公共交通に関する調査研究等 

 

５ 委員会の設置期間     

    調査完了の時期まで 

 

６ 調査の経費     

    議会費の中で議長の定める額 

 

７ その他           

    設置期間中、議会の閉会中も継続調査できるものとする。 

 

 

＜別紙１＞ 



交通網問題対策等調査特別委員会重点調査事項（案） 

2021.11.19 

 

１ 高規格道路に関する事項 

○ 北近畿豊岡自動車道の事業推進に関すること 

○ 山陰近畿自動車道（鳥取豊岡宮津自動車道）の事業推進に関すること 

 

 

２ 但馬空港に関する事項 

○ 空港の利用促進並びに支援体制に関すること 

○ 東京直行便の実現に向けた事業推進に関すること 

 

 

３ 路線バス等地域公共交通に関する事項 

○ 市内公共交通網の充実並びに利用促進に関すること 

 

 

＜別紙２＞ 



 1 

午前９時２４分開会 

○委員長（上田 伴子） それでは、ただいまから交

通網問題対策等調査特別委員会を開会いたします。 

 この委員会は、前回までは人口減少対策の特別委

員会でありましたので、何年前でしたか、以前はあ

ったんですけれども、また改めての新しい委員会と

なります。交通網については人口減少にもつながる、

人口減少対策にもつながる課題でもありますし、市

民要望も大変高い本当に問題でありますので、私も

本当に勉強不足ではありますが、当局の皆さん、議

員の皆さんと協力しながら１年間取り組んでいき

たいと思いますので、どうかよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、協議に入ります前に、今回役員改選後

初めての委員会でありますので、ここで出席者の皆

さんに自己紹介をしていただきたいと思います。 

 まず、委員からですけれども、私は委員長の上田

伴子です。どうかよろしくお願いいたします。 

 それでは、副委員長から。 

○委員（芹澤 正志） おはようございます。副委員

長の芹澤でございます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（上田 伴子） 向こうから。 

○委員（竹中  理） おはようございます。竹中理

です。よろしくお願いします。 

○委員（石田  清） 石田清です。よろしくお願い

します。 

○委員（福田 嗣久） おはようございます。福田と

申します。よろしくお願いします。 

○委員（浅田  徹） おはようございます。浅田で

ございます。よろしくお願いします。 

○委員（荒木慎大郎） おはようございます。荒木慎

大郎です。よろしくお願いいたします。 

○委員（太田 智博） 皆さん、おはようございます。

太田智博です。よろしくお願いします。 

○委員長（上田 伴子） それでは、そちらの当局側

の皆さん、お願いします。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） おはようございます。

都市整備部長の澤田です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○建設課長（冨森 靖彦） おはようございます。建

設課長の冨森です。よろしくお願いいたします。 

○都市整備課長（石田 敦史） おはようございます。

都市整備課長の石田です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） おはよ

うございます。城崎振興局地域振興課参事の橋本で

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） おはよう

ございます。竹野振興局地域振興課長の平尾でござ

います。よろしくお願いします。 

○日高振興局地域振興課長（中川 光典） おはよう

ございます。日高振興局地域振興課長の中川と申し

ます。どうぞよろしくお願いします。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） おはよ

うございます。出石振興局地域振興課参事の川﨑で

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） おはよ

うございます。但東振興局地域振興課参事の小川で

す。よろしくお願いいたします。 

○事務局主幹（小崎 新子） 最後に、議会事務局の

小崎と申します。よろしくお願いいたします。 

○委員長（上田 伴子） それでは、協議事項に入り

ますまでに連絡をさせていただきます。 

 委員会中の発言につきましては、必ず委員長の指

名を受けてからマイクを使用し、発言の際には課名

と名字をお願いいたします。 

 それでは、協議事項に入ります。 

 まず、委員会所管事項の事務概要についてを議題

といたします。 

 それでは、建設課、都市整備課の順で説明をお願

いいたします。 

 どうぞ。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課、冨森です。 

 建設課からは、高規格道路２件につきまして事務

概要を報告させていただきます。それでは、５ペー

ジをお開きください。まず、北近畿豊岡自動車道の

事業促進についてです。 

 現況と課題です。北近畿豊岡自動車道は１９８７
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年に路線指定をされております。これまでに春日和

田山道路、それから和田山八鹿道路、八鹿日高道路、

それから、昨年１１月１日には日高豊岡南道路が開

通いたしまして、全体延長約７３キロのうち、遠阪

トンネルも含めました約６６キロについて現在供

用されております。２０２０年度に豊岡道路Ⅱ期が

事業化されましたことにより、全線約７３キロ、全

てが事業化となっております。高速自動車交通網の

空白地帯であります但馬地域の発展を促すために

は、引き続き全線の早期整備が課題となっておりま

す。 

 基本方針です。今後も全線開通に向けた但馬の熱

い思いを強く訴えるための早期実現促進大会を継

続して開催していきます。また、要望活動につきま

しては、与党政党、それから国、県等に強くその必

要性をアピールしていきます。さらに、現在事業中

であります豊岡道路、それから豊岡道路Ⅱ期の早期

完成に向けた事業推進を図るために、国、県並びに

関係機関との連携を一層強化し、地元調整や用地取

得の推進に鋭意取り組んでいきます。 

 概要と進捗状況です。まず１つ目といたしまして、

現在事業中の豊岡道路です。但馬空港インターチェ

ンジから（仮称）豊岡インターチェンジまでの２キ

ロの区間となっております。この区間につきまして

は、既に今年の４月に２０２４年秋に開通予定であ

るということが国交省より発表されております。今

年度につきましては、トンネル工、橋梁上下部工等

の工事が進められております。トンネルにつきまし

ては、この区間で、仮称ですが戸牧トンネル、佐野

トンネルが今、工事中でして、特に戸牧トンネルに

つきましては７月２８日に貫通をしております。あ

と、橋梁につきましては４橋ありますが、全ての橋

梁について工事中ということになっております。 

 それから、２つ目の豊岡道路Ⅱ期です。こちらに

つきましては、（仮称）豊岡インターチェンジから

（仮称）豊岡北ジャンクションインターチェンジま

での５．１キロになります。この区間につきまして

は、昨年度事業化になっております。今年度につき

ましては、調査や予備設計が行われております。こ

ちらの路線につきましては、早期工事着手につきま

して現在要望活動を実施しております。 

 ３つ目といたしまして、早期実現促進大会です。

例年夏頃に１，０００人規模で開催しておりました

が、昨年、今年と新型コロナウイルス感染症拡大防

止の観点から規模を縮小して開催しております。今

年度につきましても８月７日の土曜日に５００人

規模で開催をさせていただいております。 

 次に、要望活動です。国交省、財務省、近畿地方

整備局等に要望予定ということで書いております

が、今月１１月２６日の金曜日ですが、国交省、財

務省、それから自民党本部へ、現在要望予定という

ことで、今、調整中であります。今後も引き続き、

豊岡道路Ⅱ期の早期事業着手、それから全線の早期

完成に向けて、本市のみならず近隣市町とも連携し

ながらさらに積極的な活動を展開していきたいと

いうふうに考えております。 

 続きまして、６ページをご覧ください。山陰近畿

自動車道の事業促進です。本道路につきましては、

１９９４年に地域高規格道路として路線指定を受

けております。兵庫県内では西のほうからずっと整

備が進んでおりまして、香住道路、それから東浜居

組道路の県内の１．９キロ、それから浜坂道路、こ

れらが開通しておりまして、県内全体延長約５１キ

ロのうち約２３キロが供用されております。豊岡市

内につきましては、今年ですが、竹野道路が事業化

となっておりまして、豊岡市内では初めての路線の

事業化となっております。この道路につきましては、

環日本海時代を展望した交流促進型広域道路とい

うことで位置づけられておりまして、鳥取県の東部

地域、それから京都府の北部地域及び兵庫県但馬地

域の都市連携を可能にし、５０万人を超える地域集

積圏の形成を促進するものであり、早期の整備が課

題となっております。 

 基本方針といたしましては、先ほどの北近畿豊岡

自動車道と同様ですが、やはり全線開通に向けた地

元の熱い思いを強く訴えるということで、早期実現

促進大会を継続して開催させていただきますし、ま

た要望活動ということで、鳥取県、京都府とも連携
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しながら、与党政党、国、県等に強くアピールして

いきたいというふうに考えております。また、未事

業化区間の事業化であったり、全路線の早期整備に

向けてより一層積極的な活動を展開していく必要

があるというふうに考えております。 

 次に、概要及び進捗状況です。先ほど申しました

ように、全線約１２０キロのうち県内では約５１キ

ロあります。現在、県内で事業化されております区

間ということで、まず１つ目ということで浜坂道路

Ⅱ期があります。これは居組インターチェンジから

新温泉浜坂インターチェンジまでの７．６キロの間

になりますが、こちらにつきましては２０１８年度

に事業化されておりまして、今年度２０２１年度に

はトンネル工事や橋梁下部工、用地買収等が進めら

れているというふうに聞いております。 

 それから、２つ目の豊岡市内での初めての事業化

されております竹野道路です。（仮称）竹野インタ

ーチェンジから（仮称）豊岡北ジャンクションイン

ターチェンジの間４．９キロになります。こちらは

今年度、事業化初年度ということで、測量や調査等

が進められております。 

 それから、３つ目に書いておりますが、佐津イン

ターチェンジから京都府県境の約２０キロという

ことで、これは竹野道路もこの間に含まれておりま

すが、この間につきましては兵庫県によりルート帯

が決定されておりまして、竹野道路以外の区間につ

いても現在調査中ということになっております。 

 なお、記載しておりませんが、（仮称）の豊岡北

ジャンクションインターチェンジから東向きに行

きまして（仮称）の城崎温泉インターチェンジまで

の間、約７．６キロありますが、この間につきまし

ては今年度中の都市計画決定を目指して、県ととも

に今進めておるところです。 

 それから、４番目の早期実現促進大会につきまし

ては、先ほどの北近畿豊岡自動車道と合同で行って

おりますので、説明を割愛させていただきます。 

 それから、要望活動ですが、こちらも国交省、財

務省、近畿地方整備局等に要望予定ということにさ

せていただいておりまして、実は、一昨日、１１月

１７日の水曜日に、先ほど申しました豊岡北ジャン

クションインターチェンジから城崎温泉インター

チェンジ間の区間につきまして、兵庫県とともに国

交省、財務省への要望に市長に行っていただいてお

ります。それから、北近畿豊岡自動車道と同様に、

１１月２６日には国交省、財務省、自民党本部への

要望活動も予定をしております。 

 それから、その下ですが、例年、山陰近畿自動車

道整備推進決起大会ということで、地元選出の国会

議員、鳥取県、それから京都府の議員も合わせまし

た国会議員の有志によります山陰近畿自動車道整

備推進議員連盟と鳥取県、京都府、兵庫県の３府県

合同によります総決起大会が例年ありますので、そ

ちらへの参加も積極的にしていきたいというふう

に考えております。この道路につきましても、北近

畿豊岡自動車道と併せまして、広域高速交通ネット

ワークの形成を図る意味でも重要な道路ですので、

事業促進に向けて、豊岡市としても全力で取り組ん

でいきたいと考えております。 

 建設課からは以上です。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） 都市整備課の石田で

す。それでは、都市整備課からは３件説明を申し上

げたいと思います。８ページのほうをご覧ください。 

 まず、空港の利用促進と利便性の向上です。現況

と課題ということで、コウノトリ但馬空港は新型コ

ロナウイルス感染症の拡大の影響を大きく受けま

して、２０２０年度の利用者数は昨年と比較しまし

て２万４，９１１人減の１万５，６４８人というふ

うな結果でございました。基本方針でも具体的に述

べさせていただいていますが、但馬－伊丹路線の年

間目標利用率を７０％とするプロジェクト、ターゲ

ット７０に引き続き積極的に取り組んでまいりた

いというふうに考えてます。 

 概要と進捗状況です。まず１点目、関係機関、団

体と連携した東京直行便開設に向けた取組の実施

ということです。日本航空株式会社と日本エアコミ

ューター株式会社への要望を毎年行っておるんで

すが、今年に限りましては、７月１９日に日本エア
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コミューター株式会社へ要望会を実施いたしてお

ります。日本航空株式会社本社への要望につきまし

ては、ちょうど緊急事態宣言下でありましたので、

コロナ禍の影響を考慮して中止といたしておりま

す。 

 続いて２番目に、兵庫県を中心に但馬空港の在り

方を検討ということです。来る１１月２９日、第３

回目の但馬空港あり方懇話会が開催される予定で

す。内容につきましては、滑走路延長の事業費であ

ったりコロナ禍を経た需要の予測、費用対効果の分

析などが議論されるというふうに伺っています。ま

た、来年の２月上旬には第４回の但馬空港あり方懇

話会が開催の予定となっておりまして、おおむねこ

こで、懇話会での取りまとめがなされるというふう

に伺っております。 

 なお、参考といたしまして、今年度１０月末まで

の但馬空港利用状況を記載しております。今年度２

０２１年度と前年度２０２０年度はコロナ禍の影

響を大きく受けておりましたので、前年度との比較

では利用者は増えてるように見受けられます。コロ

ナ禍の影響を受ける前の２０１９年度との比較で

申し上げますと、４月から１０月までは利用者数は

２万５，０１１人でありましたので、比較いたしま

すと１万４，５９８人減というふうな結果で、新型

コロナの影響を相当受けているということがうか

がえます。 

 続いて、９ページのほうをご覧ください。バス交

通の充実と利用促進です。現況と課題、基本方針に

ついてです。地域公共交通の基盤でありますバス交

通については、自家用車の普及であったり域内の人

口減少等によりまして大変厳しい運営状況にあり

ます。路線代替交通の市営バスイナカーにつきまし

ては今年度も８路線で、また地域主体交通チクタク

につきましては４地域、出石地域で２地域、但東地

域で２地域で継続運行し、沿線住民の外出支援や交

通弱者の生活支援に努めているところであります。 

 概要と進捗状況についてです。まず１点目の主要

バス路線の維持についてですが、昨年度、県主催に

よります但馬地域公共交通活性化協議会が設立さ

れました。この協議会では、但馬３市２町の公共交

通、特にバス事業を中心とした将来の方向性などを

議論する場で、今年度担当者会議を中心に議論が交

わされているところです。 

 ２点目の地域実情に応じた新しい交通モードの

検討です。今年度９月補正で予算化いたしました竹

野南地域での新交通モードの実証試験、いわゆる乗

合タクシーで豊岡市街地の主要な場所までの実証

運行試験が今週月曜日、１１月１５日から来年の２

月１０日まで実施いたします。現在、当地区には市

営バスイナカーが運行されてはいるものの、乗降に

不安があることであったり、また豊岡市街地へは途

中の森本で乗換えをしなければならないこと、バス

停まで行く距離が長いといった高齢者や障害者な

どの移動困難者には相当負担が大きいことから、今

回地元住民の意向調査を受け実証運行につながっ

たものであります。実証後につきましては、今後の

方向性を次年度以降見極めていきたいというふう

に考えています。 

 ３点目は、神鍋高原線上限２００円バスの協働運

行についてです。路線バス利用者の減少が著しい中、

減便はせず、利便性を確保し、運賃低減することに

よって利用拡大を図ろうと、２０１１年１０月から

地域とバス運行事業者と市の三者協定でもって神

鍋２００円バスの協働運行がスタートいたしまし

た。ちょうど１０年が経過いたしまして、年間目標

１２万１，０００と定めてこれまで利用促進に努め

られましたが、２０１４年、平成２６年度の１１万

２，０９５人を最高に、人口減少やマイカーの需要、

さらに昨今のコロナ禍によりまして昨年度の利用

は６万４，６８６人にまで落ち込みました。結果と

して神鍋線乗って守ろう市民運動推進協議会とし

ても今年度で実証試験を終え、協議会も後日開催の

臨時総会で解散するとの方針決定がなされていま

す。次年度以降につきましては、通常の路線バスと

して全但バス株式会社に運行計画を定めていただ

き運行調整したいというふうに考えております。以

下の４、５については記載のとおりです。 

 １０ページのほうをご覧ください。鉄道交通の利
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用促進です。現況と課題です。通勤、通学等生活交

通に加え、広域的な移動手段であります鉄道交通は

重要な交通基盤でもあります。ＪＲ西日本旅客鉄道

株式会社では、定期のダイヤ改正に加えましてコロ

ナ禍による需要に応じた大幅なダイヤ改正に取り

組まれております。また、京都丹後鉄道につきまし

ても、今年度特に運行収入の落ち込みというふうな

ところが大きな課題となっておりまして、この京都

丹後鉄道につきましては、２０１５年、平成２７年

４月より運行管理部門をＷＩＬＬＥＲ ＴＲＡＩ

ＮＳ株式会社と資産管理部門、北近畿タンゴ鉄道株

式会社を分けて経営する上下分離方式が導入され、

沿線の府県市町が連携し持続可能な運営に努めて

おります。 

 概要及び進捗状況です。まず、１点目の利便性向

上のための機運醸成と要望活動です。山陰本線、播

但線運行ダイヤ検討会議の開催です。毎年３月中旬

と１０月中旬の定期ダイヤ改正時に担当者会議で

説明を受けております。特にコロナ禍によりまして

特急列車につきましては今なお需要に応じた減便

がなされておるところです。 

 次に、ＪＲ西日本株式会社福知山支社への要望会

の実施です。９月１４日火曜日に北兵庫鉄道複線化

促進期成同盟会、山陰本線福知山線複線電化期成同

盟会など、但馬、丹波、播磨地域の関係自治体等で

ウェブ会議で実施しております。内容については、

複線電化、高速化、自動改札装置のＩＣＯＣＡの拡

大、特急はまかぜの全便鳥取駅までの延伸と全席指

定席の見直しなどという内容でした。 

 ３番目に、北兵庫鉄道複線化期成同盟会による啓

発看板の整備です。これは、事務局、但馬広域行政

事務組合ということで、老朽化した不要な看板の撤

去等を実施しております。また、但馬地域鉄道利便

性向上対策協議会による普及啓発につきましては、

これは但馬県民局が事務局を担っておりまして、利

用者増、利便性向上に向けた絵画コンクールの実施

がなされております。 

 次に、京都丹後鉄道に対する支援でございます。

まず、京都丹後鉄道の沿革の関係を少し述べたいと

いうふうに思います。宮津福知山線の宮福線と西舞

鶴－豊岡間の宮津線、総延長１１４キロを京都府、

兵庫県及びその沿線自治体の出資でもって運営が

なされている京都丹後鉄道。もともと１９８１年に

宮福線は国鉄再建法により宮福鉄道株式会社が運

営しておりました。宮津線も１９８８年に宮福鉄道

に引き継ぐことで了承され、社名を北近畿タンゴ鉄

道株式会社に変更しています。宮津線は１９９０年

３月に国鉄運営を閉鎖し、４月に北近畿タンゴ鉄道

株式会社が転換開業となりました。その後、２０１

５年４月に運行管理部門をＷＩＬＬＥＲ ＴＲＡ

ＩＮＳ株式会社に、鉄道施設、車両保有管理を北近

畿タンゴ鉄道株式会社と上下分離方式で現在運営

されています。第三セクター鉄道として運営がなさ

れて約３０年が経過しております。旧国鉄時代から

始まってからすると約９０年が経過しております。

鉄軌道や橋梁などの施設改修経費が今後大きな課

題となっています。国の防災・減災、国土強靱化対

策の補助金を受けるよう会社としても努力されて

いるものの、沿線自治体の支援は必須である、また、

昨年の２０２０年３月以降発出の新型コロナウイ

ルス感染拡大に伴う緊急事態宣言の発出や県境を

またぐ人の移動制限がかかるなどして、特に定期以

外の運賃収入の落ち込みが経営に相当の影響を受

けておりまして、沿線市町でこれまで支援を重ねて

いる状況にあります。 

 簡単ですが、以上で私の説明を終わります。 

○委員長（上田 伴子） それでは、説明は終わりま

した。 

 質疑、意見等はありませんか。 

 どうぞ。 

○委員（竹中  理） 何点かお聞きしたいんですけ

ど、まず、今、実証実験で竹野南で行われている件

なんですけども、具体的にどういうふうに行われて

いるのか。新人議員の方も多いので、教えていただ

けたらなと思います。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） そもそもこの実証運

行に至るまでに、地域の中から要望として、なかな
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かイナカーでは高齢者がやっぱりバス停まで行く

のが大変であったりとか、バスに乗り降りすること

が非常に困難だ、また、竹野の森本のバス停で路線

バスの全但に乗り換える、そういったことが相当不

自由に負担となっておるというふうなことでござ

いました。コミュニティを中心として地域の意向を

確認された中で今回の実証運行が始まったわけな

んですけれども、やはり乗り換えせずに最寄りの、

家から森本を経由して乗り合いで皆さん、例えばＡ

さん、Ｂさん、Ｃさん途中でおられる方も一緒にな

って乗っていって、豊岡市内の例えば豊岡病院であ

ったりとか、買物に行きたいので例えばアイティだ

ったりコープに行ったりだとか、そういったところ

を寄ってまた帰っていくというふうなところの、い

わゆるデマンドの運行方式を取ってます。前日、例

えば、竹野南も床瀬の谷と三原の谷の２か所あるわ

けなんですけれども、１日朝、昼、夕方のそれぞれ

３便ずつを予定してます。それぞれの時間帯に合わ

せていただき朝８時５０分からスタートするわけ

なんですけど、指定の場所で乗り降りができるよう

な、そういったことにいたしております。これは前

日の夕方１７時までに、今、実証の受けている委託

先が日交タクシーの豊岡営業所が受けております。

日交タクシーさんのほうに前日の夕方１７時まで

に申込みをされたら、その翌日の運行の日にどれだ

けの予約が入っているかという整理をされて、時間

帯に合う便に乗車いただくと。中には豊岡市内でも

行きたい場所がまちまちになるかもしれませんけ

れども、それは少しやはり皆さんの調整する中で乗

り降りをしていただいて、帰りの時間帯もやはり決

めていただくということになりますので、この辺は

まだまだ実証で調整しなければならないところか

もしれませんけれども、そういった流れで行ってい

ただくと。 

 値段が今、一応竹野南の一番遠いところで言いま

したら三原と床瀬、三原、床瀬から森本まで出てく

るのに５００円、豊岡の市街地まで、そこまで行っ

てもらうとプラス１，０００円、片道１，５００円

での運行を予定してます。往復すればやはり３，０

００円かかるというふうな予定で、今、実証に取り

組んでいます。簡単ですが、以上です。 

○委員長（上田 伴子） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ありがとうございます。詳し

く説明いただいたんですけども、これ日交タクシー

さんが委託されるということですけども、その体制

っていうか、前日の５時に申込みをしないといけな

い。それは電話のみという形なんですか。例えばア

プリが使えるとか、何かＬＩＮＥでできるとか、何

かそういう、これからだと思うんですけど、高齢者

の方が使うのが中心だと思うので何か難しくして

もあれかなとは思いますけども、そんな考えとかは

ありますか。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） 今、竹中委員がおっ

しゃられますように、基本はやっぱり高齢者、７０

歳以上というふうなことを予定しておりまして、そ

れになおかつ、介護には該当しないんだけども、や

はり医療、不自由な方っていうふうな方で、一応コ

ミュニティで認められた方に今しております。ただ、

付添いもやはり当然出てくるかと思いますので、付

添いは１人に対して１名は認めておるような状況

です。基本は、今おっしゃられますように７０代、

高齢者というふうな形になりますので、今後の課題

にはなってくるかと思いますが、今現在は電話だけ

の対応にいたしております。今後そういったアプリ

だとかいうことも含めて検討はする必要があるの

かなと、今後の課題だと思います。以上です。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○委員（竹中  理） 最後です。すごくいいことで、

ぜひほかの地域にも進めて、これ実証実験終わった

ら進めていただけたらなと思いますけど、特に神鍋

が今年、今年度でもう実証実験のバスが終わるって

いうことで、当然但東もだと思いますし、そういっ

たやっぱり買物難民であるとか、今、自動車で事故

も多い中で、やっぱりそういったのをぜひほかの地

域でもやっていっていただきたいと思いますけど

も、そういう計画はこれからなんですかね。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 
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○都市整備課長（石田 敦史） 先ほども申し上げま

したが、これはやはり地域からの盛り上がりで、そ

ういったことを期待して我々も頑張っていきたい

なと思っていますので、やはり行政主体じゃなくっ

て地域からの盛り上がりで、そういった意見として

あるならば検討はするべきだろうなというふうに

思っています。 

○委員（竹中  理） 分かりました、取りあえず。 

○委員長（上田 伴子） ほかはないですか。 

 どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 都市整備、８ページで説明い

ただきました空港の在り方検討の懇話会、これが来

年２月に取りまとめというようなことで書いてあ

りますけれども、この懇話会のメンバーは兵庫県を

中心にというふうにあるんですけれども、兵庫県と、

もちろん豊岡市だけではなしに、どういうメンバー

がまず参加されてるのか。 

 それから、取りまとめの方向としては、来年の２

月、すぐなわけですけれども、どういった方向の話

がまとまってくるのか、少し聞かせていただけませ

んか。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） まず、あり方懇話会

のメンバーでありますけれども、すみません、ちょ

っと名簿まで用意してないんですが、基本は学識経

験者の大学の先生であったりとか、構成市町代表で

の豊岡市長、それと近隣の京丹後市長、それと但馬、

観光の部門での組織の代表の方であったり、あと豊

岡商工会議所、それと但馬地域の区長連合会ってい

うんでしょうか、区長を代表されている組織の方、

それと日本航空株式会社、それと旅行関係の、どう

いうんでしょう、エージェントに関連するような選

ばれた方等々、総勢１４名の組織ではなかったかな

と思います。すみません、ちょっとうろ覚えで申し

訳ありません。 

○委員（福田 嗣久） 大体で結構です。その方向性

というのは。 

○都市整備課長（石田 敦史） 先ほどちょっと申し

上げてたとおり、このあり方懇話会につきましては、

但馬空港の滑走路そもそものちょっと課題がござ

いまして、ちょっとその辺も含めて申し上げたいな

というふうに思います。ちょっとお待ちください。 

 すみません、もともとあり方懇話会ができた背景

っていうのが、まず航空法の施行規則、これが２０

１９年４月に改正されています。これは何かといい

ますと、航空機がオーバーランした際、航空機の損

傷を軽減させるために、滑走路の端、両端ですが、

滑走路端に安全区域を設けなければならないとい

うふうな改正がなされてます。これ、通称リーザっ

ていうんですが、ＲＥＳＡと書きましてリーザとい

います。滑走路端の安全区域を設けなければならな

いということで、コウノトリ但馬空港ではその基準

を満たしていない状況です。いわゆる現存不適格の

状態であるというふうに認識してます。この現存不

適格が認められる期限というのが２０２７年、いわ

ゆる令和８年度末までに実施設計に向かっている

ということが必要とされています。このあり方懇話

会の中で滑走路端の安全区域の確保に併せて、将来

の展望と地域活性化のために地元の意見としては、

東京、首都圏を狙った東京直行便というのがやはり

不可欠であるというようなこと、また大きなビジネ

スチャンスでもあるということで、この際滑走路も

併せて延長してジェット機乗り入れ、東京直行便と

いうふうなことが出てまいりました。今現在、滑走

路の延長については、１，２００メーターでござい

ますが、例えば１，８００メートルでは航空機が限

定されるっていうようなことであったりとか、また

エアラインとしては２，０００メートルなら安定し

た機材が選択できるというようなことのあり方懇

話会での議論もなされています。しかしながら、費

用対効果は事業採択していく上で避けては通れな

い必須の通行手形というふうに理解してます。今後

の機材の高性能開発など動向を考えれば、１，８０

０メートル、２，０００メートルの２つの案として、

今後需要予測であったり、事業費、費用対効果を分

析しつつ、あり方懇話会ではその方向性のまとめが

今年度末になされるというふうに伺っています。内

容としては今言ってるとおりです。 
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○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 大体分かりましたけれども、

現存不適格ということで、令和８年までには、どう

いうふうにおっしゃいましたか、実施設計に入る。

そうじゃなかったら空港として適格じゃないから

ペケになってくるということですか、このままでは。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） いわゆる安全区域だ

けを設けるとなれば、今の滑走路１，２００メート

ルの範囲内の中で収めてくることになりますので、

もう最小限に考えるならば、今の現存の１，２００

メートルの中で安全路端の区域を、安全区域を設け

るというふうな形になってこようかと思います。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○都市整備部長（澤田 秀夫） ちょっと補足なんで

すけども、先ほどの滑走路端安全区域は現在の空港

は４０メーター両端にあります。その４０メーター

を９０メーターにしなければならないので、片方ず

つで５０メーター、５０メーター、トータル１００

メーター、最低限１００メーター延ばさないと今の

規則には合わないと。１００メーター延ばすんだっ

たらこの際、前後が谷になってますので、谷を埋め

るんだったらこの際もう少し大きな飛行機が飛ば

せないかということで、先ほど言いました１，８０

０とか２，０００となった場合はどうなんだろうか

ということで検討されております。福田委員がおっ

しゃられたのは、やっぱり４０メーターを９０メー

ターにしなければならないということをちょっと

補足させていただきます。 

○委員（福田 嗣久） そうすると、この懇話会の取

りまとめというのは大変大事な意味合いを持つと

いうことになりますね、来年の。これはあくまでも

懇話会としてそういう方向を出して、もう実質の県

としてどういうふうに動くかっちゅうのはそれを

受けてのことですね。分かりました。 

○委員長（上田 伴子） ほか、ないですか。 

 どうぞ、いいですよ、竹中委員。 

○委員（竹中  理） 何回もすみません。 

 ２点お伺いしたいのは、この間メールのほうでい

ただいたんですけど、今回この特別委員会がまた新

たにできたということで、建設経済委員会の所管分

の都市整備課の空港の利用促進と利便性の向上と、

それからバス交通の充実と利用促進がこっちの交

通網のほうに来たということになってるんですけ

ど、昨日、僕、建設経済委員会なんですけども、昨

日の建設経済委員会の中でも豊岡スマートコミュ

ニティの推進っていうのがあって、これ、大交流課

のほうなんですけど、その中でコミュニティの取組

の中で竹野南やられてますよっていうのが話が出

たり、それから福祉モビリティー、今、日高地区の

ほうで相乗りができたりとか、訪問看護師とか介護

士向けの相乗りモビリティーとか、それから福祉送

迎車両のチョイノリとか、今、竹野さんでやられて

る実証実験と何か同じようなことだと思うんです

が、これはどうなんでしょうか。ちょっとこっちの

ほう、交通網問題のほうではされないのか、もうそ

れは建設経済のほうでやっちゃうのかっていうか、

その辺のどういうふうな縦分けで僕ら考えたらい

いのか。こういう話もこの特別委員会でやってもい

いのかなとか思うんですけど、その辺どうでしょう

か。 

○委員長（上田 伴子） 課のほうで何かどういう調

整がされてるかどうか。 

 どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） すみません、介護の

モビリティーであったりとか福祉のモビリティー

は、そもそもトヨタさんも支援しているというふう

にはお聞きしておるんですけれども、所管が都市整

備課ではなくって、いわゆる健康福祉部のほうで進

めていただいております。トヨタモビリティさんは

今回の竹野南にも大分、協議にも一緒に中に入って

おられまして、今回の９月補正でうちの補正をさせ

ていただいたんですが、全額トヨタさんの基金で財

源を受けております。今回の竹野南だけを申し上げ

ますと、先ほど、今申し上げますように、トヨタモ

ビリティと地域のコミュニティと豊岡市の３者が

一緒になって取り組んできたというふうな背景が

ありますので、今おっしゃられる日高地域での福祉
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の関係であったりとか、今後のチョイノリの介護の

関係についてはうちが所管ではありませんでした

ので、たまたま昨日、大交流課の谷口部参事がその

ように、トヨタの関係を一手に、窓口になってそう

いう発言があったのかなというふうに思います。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○委員（竹中  理） そうしたら、この委員会では

そっちのほうの話は、所管が違うのでしないという

か、方向でいいんですよね。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） すみません、今回の

竹野南の実証試験というのは、もともとイナカーの

代替というふうなことで、いわゆる公共交通の代替

措置というふうなところで今回やってますので、ご

理解いただけたらというふうに思います。 

○委員（竹中  理） 分かりました。 

○委員長（上田 伴子） いいですか。 

○委員（竹中  理） 了解。 

○事務局主幹（小崎 新子） 先ほど竹中委員のほう

から言われた、こういう話を今後はっていうことが

もしあるようでしたら、この後、事務概要が終わっ

た後、委員会の重点調査ということで、例えば１２

月以降、次回の委員会では、先ほど言われたような

介護の相乗りの話が聞きたいんだというようなご

意見が皆さんからあるようでしたら、次の委員会の

ときにはその所管のところに来ていただくとかそ

ういうやり方はできるかなと思いますので、またこ

の後、委員さんでご協議いただけたらと思います。 

○委員（竹中  理） わかりました。もうあと１点

だけです。何回もすみません。 

 あと、公共交通の鉄道の件で、僕はあんまり電車

は乗らないんで教えていただきたいんですけど、や

っと豊岡にもＩＣカードというか、ＩＣＯＣＡが来

たと思うんですけど、あと、その辺の情報というか、

何か今後こういうふうになるとか、もっとほかのカ

ードで使えるようになるとか、もっとどこまで延び

るかとか、いつまでにとかって、そういう予定みた

いなんは、もし分かれば教えていただきたいんです

けど。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） 今ＩＣＯＣＡが導入

されてる駅につきましては、城崎温泉駅、豊岡駅、

江原駅、豊岡市の管内で言えばそうなのかなと思っ

てます。それからずっと南に行きますと、八鹿、和

田山等と主要な駅がやはり今中心になってまして、

ただ、今後それが普及していくかというふうなこと

についての話はまだ聞いておりません。ですので、

今回いろんな要望の活動の中にもやっぱりＩＣＯ

ＣＡの自動改札装置の普及というふうな要望は重

ねておるところでございます。 

○委員（竹中  理） わかりました。ありがとうご

ざいます。以上です。 

○委員長（上田 伴子） 芹澤委員、どうぞ。 

○委員（芹澤 正志） 基本的に特急電車が止まる駅

に今は限定されてまして、ですので、今のところは

それ以上の普及というのはあまりまだ考えてない

らしいんですけども、もちろん今言われたように、

これからのいろんな要望とか、これから前進してい

けばそれもくっついてくるという感じですけど、今

のところはあまり前向きではないのが現実ですね。 

○委員長（上田 伴子） いいですか。 

○委員（竹中  理） いいです。 

○委員長（上田 伴子） ほかはないですか。 

 どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 全般の話で、さっきの空港の

状況は、利用者数は分かりましたけども、昨年と本

年のコロナ禍でＪＲもＫＴＲというんか、丹後鉄道

かいな、それから全但バス、かなり乗客数は、細か

い数字はいいんですけれども、落ち込んでますんで

すか。どれくらいな感じで落ち込んでますか。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） まずＪＲの関係であ

りますが、基本、ＪＲ西日本旅客鉄道株式会社は乗

降客数は公表されておりません。 

 次に、京都丹後鉄道の関係を申し上げます。これ

は豊岡駅の乗降客というふうなことでご理解くだ

さい。令和２年度の総数が４万５，２００、その前

年、令和元年度ですが、６万７，７３０、平成３０
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年が６万８，０４９、平成３０年、３１年というの

がほぼ似たような数字になってまして、それからす

るとやはりコロナの影響で令和２年度は２万２，０

００人ぐらいですか、やはり落ち込んでるというふ

うな状況です。 

 全但バスにつきましてもやはりかなりの影響を

受けておりまして、ちょっと今、数字、手元には持

ってないんですが、やはりコロナの影響によって、

いわゆる市の単独の持ち出しというんでしょうか、

それぞれ路線バスというのは国や県の補助金をも

らう中で、それに運行収入を差し引いたところで各

地元のバス会社、全但バスさんと豊岡市が負担して

いくような、そんな流れになってるんですが、恐ら

くコロナの影響で、これは２年後に相当あおりを受

けるようなシステムになっておりまして、また大き

な数字になるんだろうな、数字的な人数というのが

ちょっと申し上げられないんですが、そんな状況で

はございます。例えば市内循環バスのコバスを申し

上げますと、２０２０年がトータル４万１，６３７、

その前年、２０１９年ですが４万８，２５４、２０

１８年が５万２，５７４ということで、若干コロナ

の影響もあるんでしょうし、やはり人口減少という

ことも加味されるのかなというふうに思います。あ

と、イナカーとかにつきましても、やはり若干、外

出自粛だとかっていうふうなこともあったのかな

と思いますが、そんなに大きな減少にはつながって

いないんですが、やはり人口減少も一つの要因にな

っているのかなと思います。ちなみに、２０２０が

イナカー、これは８路線全部あるんですが、トータ

ルで２０２０が４万３，０８２、前年の２０１９年

が４万７，３３２、２０１８年が５万３，６２２と、

やはり右肩減少、右肩下がりというふうな形にはな

っているのは確かです。以上です。 

○委員（福田 嗣久） ざっくりと分かりました。人

口減少やコロナの影響でかなりバス関係も厳しい

ようですね。ＪＲは発表されてないということか。

ＪＲは公表されてる決算が非常に悪い、そういうこ

とだけど、公表はしないんかな。分かりました、あ

りがとうございました。 

○委員長（上田 伴子） ほかは。 

 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） ＪＲ、今現在、普通電車、い

わゆる通勤、通学の夜のあれが、もう１０時台がな

いですよね、今。かなり不便だという声をよく聞く

んですけども、その辺の話というのはどうなってま

すか。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） やはりＪＲさんも、

副委員長もよくご存じだというふうに思うんです

が、いきなりというふうなやり方でよく減便される

といったようなことが起きております。恐らく沿線

市町の意見をと言いつつも、もういきなりばさっと

切られるような動きが正直なところでございます。

今、副委員長が申し上げられるように、遅い最終の

電車も早くなったりだったりとか、早朝の７時台の

普通電車も終日に限って言えば城崎温泉からの豊

岡間がなくなったりだとかというようなことをい

きなり広報されるきらいがございます。我々として

も本来もう少し市民に寄り添った形というのが理

想だと思いますので、その辺はまたいろんな形で要

望だとかというふうなことをお願いしていきたい

と思っております。以上です。 

○委員長（上田 伴子） いいですか。 

○委員（芹澤 正志） ありがとうございます。 

○委員長（上田 伴子） ほかにはないですか。 

 浅田委員。 

○委員（浅田  徹） 交通網ということで初めてな

んですけども、特にバス交通というふうなことでは

交通網というふうなこと、路線バスが来て、それか

ら今まではそれぞれイナカーと最寄りのバス停ま

で、非常に遠隔にある地域からそこまでは送りまし

ょうというのが、だんだんとやっぱり高齢化という

ふうなこと、それと非常に、先ほどありましたけど、

付添いがあって初めて乗車できて目的地にいけま

すから、今実証が行われているように、目的地まで

もう公共交通網を使わずにということもありまし

て非常に難しいわけですけども、福祉的な要素、介

護とか、これからやはりもうそちらのほうに移行せ
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ざるを得ないのかなと。やっぱりそれは住民の方も

そうですしコミュニティもそうですし、ただ単に時

間的にイナカーとか路線を走らせるいうのも、この

タイミングで本当に必要な時間に、それはもう公に

も経費的にも経費も含めて効果も当然期待できる

というふうに。誰も乗ってないのに定期的に走らせ

るいうのは、いうとこら辺で、我々当然、都市整備

部門と福祉部門とうまくマッチングして、介護タク

シー、やはり本当に痛いところに手が届くような、

それはものじゃなくって１つの利用ネットワーク

として、やはりこの委員会も行政さんも一緒に考え

たほうがいいんじゃないかなと思います。これは意

見、要望です、これから進めていくに当たっての。 

 それともう一つは、高規格道路の可能性ですね。

それぞれ山陰地域、もちろん北近も併せてですけど

も、市が非常に関わってる分で考えれば、やはり地

図データ、これは先行地籍というふうなことで、非

常にこれが県の言わば実質１０分の１０で、新たな

こういう高規格の道路と用地買収が発生する路線

については、例えばルート帯が決まれば、その範囲、

境界全て座標により、そういう課が、地籍調査課が

頑張ってるわけですけども、その辺との連携という

か。あくまでも都市整備部門としましたら、事業施

行のほうになるんですけども、その前段のほうが情

報としては、私は先行的にもうこのルートを決める

からということで、やはり３年ぐらい前からもう現

場は動き出しています。その情報を基に、例えば国、

県はさらに現場に座標の幅によって実際の面積を

決めていく、共同作業なんですけども、その辺の情

報の、我々もどこまで今調査が進んでおって、これ

はもう県と、多分都市整備じゃなくて農林水産部門

になっちゃう、これが非常に行政的な縦割りの中で

ねじれてると思うんですけども、やはり議会として

は、今ここをやりますというふうな状況よりさらに

先行的な意味でも現場は動いて、それはもう市が直

接関わっていくことをやっぱり路線エリアを決め

ていくといいますか、その辺の状況、情報を、この

メンバーの中には当然その部門はないんですけど

も、情報としてはやっぱりどこかでいただきたいな

と思いますね。年次計画、ここまで行ったら今年は、

令和３年度はこういう状況で、ルート帯で、今決ま

ってますけど、その先を既にもう着手してますので、

そうなりますと非常にこれからの動きなり、やはり

情報としては大事なことかなと思っていますので、

その辺をちょっと事務局としても検討していただ

けるならと思いますので、それと都市計画部門と連

携をしながら、言わば水面下でさらに進めていくよ

うな要望も含めて、市は水面下では買い取られると

思うんですけども、ある程度出せる分の情報はやっ

ぱり開示をしていただきたいなと、ちょっとこれも

要望しておきたいと思います。 

○委員長（上田 伴子） 答弁はいいですか。 

○委員（浅田  徹） いや、要望ですんで、もう全

然担当違いますんでね。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○建設課長（冨森 靖彦） 地籍のほうとは、当然こ

ちらも連携をさせていただいてまして、特に山陰近

畿自動車道はルート帯ということで、佐津から府県

境までが何年か前に決まってますので、その辺りで

情報を当然共有させていただき、地籍調査課のほう

も県と話をするということもこちらでおつなぎさ

せていただいてますので、言われたように出せる情

報というのはまた議会のほうにも出させていただ

こうと思ってます。以上です。 

○委員長（上田 伴子） ほか。 

 どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） 先ほど浅田委員のほ

うから今後の福祉タクシーだとかその辺も一度包

含してというような話もあったんですけども、先ほ

どちょっと申し上げたように、都市整備課のほうと

いうのは基本はやっぱり一般、不特定多数の一般市

民の公共交通というふうなところでありまして、福

祉であったり介護タクシーとなるとやはり利用者

が限定されて、目的がちょっと変わってきますんで、

それと我々の、タクシーとなると市内にも５社程度

しかございません。介護タクシーになると、二十数

社、恐らく、個人でやっておられる方もありまして、

ちょっとその辺は目的が違いますので、一応共通の
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認識というふうなところではあるんですけれども、

線引きはせざるを得んのかなというふうに思いま

す。以上です。 

○委員長（上田 伴子） はい。 

○委員（浅田  徹） 今の考え方としては、確かに

都市整備部門というのは当然公共交通というふう

なこと、いろんな不特定の年齢層の、健常者も、い

わばちょっと障害のある方もということの全般的

なことですけど、ほとんど今こういう乗り合いとか

使われてる方、ほとんどもう高齢者の方、ほとんど

がやっぱり学生だとか、それが例えば今みたいな形

で個々に病院に行く、買物に行きたい、実証なんで

すけど、やはり公共交通の場所まで、もちろん距離

は当然年齢と、その後でも特定できるんですね。一

般の市民の方がどんどん乗られるというふうな状

況じゃなくて、地域コミュニティもその辺を考えて、

やはりこの人、Ａさん、Ｂさん、Ｃさん乗っとられ

ると思っておりますね。だから言い方悪いですけど

も、元気な方は、もう今は当然まだ車社会というこ

とで、結構高齢の方でもまだもう運転をされるとい

うふうなこと、それより取り残された方がやはりこ

ういう公共交通が必要になったときには本当にニ

ーズとマッチしたことを考えないと、乗らないもの

を、悪いですけども空車で回らせて、人口が減りま

した、乗客数が減りましたじゃなくて、本当に乗っ

ていただく方を実際的に乗っていただきたい形態

でやはり今後は考えていくべきです。高齢者が増え

ていく、さらにはこういうコロナ禍もあったりして、

非常にたくさんで乗るのを怖がっておられる方に

ついてはそういうことも含めて、これは要望という

ふうに、意見としてですけど、よろしくお願いした

いと思います。 

○委員長（上田 伴子） ちょっと私、いいですか。

今、浅田委員が言われたのは、さっき小崎さんが言

われたみたいに、委員会としてそういうことも包括

していかんなんということであれば、そういう福祉

関係のことを含めた課も出ていただいて協議する

ということで、やっぱり都市整備課とか建設課とか

いうとこら辺のお話を聞き合うということはあれ

だけど、所管としてやはりしっかりとありますので、

そこは委員会としてやっていくということになる

と思いますので。 

○委員（浅田  徹） 今、いきなりそこで福祉も入

れてでなく、あくまでも今回立ち上がったのにつき

ましては、いわば公共交通網というふうなことの中

で、ただ、取組が、つまり交通網として、一般的に

は路線を補完していくのがイナカーであったり、今

まで続けておるような、それとまた路線バスが当然

もう経営的に走らないところ、神鍋のああいうバス

みたいな形で地域で支え合う、そうしたら今度は新

たに、そういう、もう言わば高齢の方、また付添い

がいて、そこはもうむしろ乗り合いとかバス停まで

じゃなくて直接、新たなそういう動きがありました

ので、その辺をどういうふうに公共交通網の中に、

個を、個人、個をどういうふうに組み入れるかって

いうのが一つの課題かなと思ってます。だから、あ

る程度この辺で非常にニーズが高まってきて、今、

課長が言ったように、あくまでも地域の要請があっ

て市は動きますよ、そうじゃなくて、一遍この委員

会でも洗い出して、どのぐらいの個を、やっぱり今

イナカーのそれぞれの路線ごととか、やはり乗られ

る方の年齢層、それから具体的なそういうご意見等

もやっぱり把握した上で次に進めていくというよ

うな、現況は、初めての委員会ですから、いきなり

福祉でがちんこしてわあってやるんじゃなくて、そ

ういう現況把握も必要かなと、こんなとこです。 

○委員長（上田 伴子） 分かりました。 

 いいですか。 

 どうぞ。 

○都市整備課長（石田 敦史） 竹野南の例が先ほど

からずっと出ておりまして、基本、竹野南で７０歳

以上の方であったりとか、事前にやはりコミュニテ

ィの中で登録制というふうなことにしております。

やはりそこで認められる方を限定しておりますの

で、一般の健常者、７０に到達してない方っていう

のは一応ご遠慮いただくというふうなことの線引

きはしてます。森本から豊岡方面に行く路線の不特

定多数の方が乗られる路線バスと、今回はやはり７
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０歳以上や体の不自由な方っていうところで人を

選んでますので、路線バスと競合しないよう調整と

いうのが当然出てきますので、今回このようにさせ

ていただいてます。 

○委員長（上田 伴子） はい。 

○委員（浅田  徹） だから言葉を返すわけじゃな

いですけども、そういう年齢を高年齢、非常に介護

者が要る、これはむしろ地域から登録制にしても、

登録された方は例えば車でも免許を持っておられ

ない方とか、やはり介護の必要性のある方でいうと、

これはかなり言わば福祉的な要素が入ってくると

いう、もう既に今言われたことの内容が。もう今し

ていることがどちらかといえば、じゃあその方たち

は森本のバス停までピストンで行きますよという

ことじゃなくて、もう豊岡の市街地まで乗り込みで

きるわけですから、その方たちっていうのはもう健

常の方じゃなくてやっぱりそういう地域の方で選

んだ方についてはそういう言わば私的な支援が要

る方というふうなことで理解するわけです。既にそ

こでもう、今言われた路線バスは完全にもう競合し

ちゃってるわけですから、だったらもう、いやいや、

バス停までピストンで送りますわという話ですむ

わけですから、南竹野であったらもう森本まで、イ

ナカーどうこうじゃなくて、あとはもう路線バスを

使ってどうぞ、豊岡病院も絶対行くわけですから、

路線バスは。ですから、その辺もありますから、一

遍その辺のちょっと整理のほうをお願いしたいな

というところはありますね。 

○委員長（上田 伴子） 今はちょっと、今日は一応

説明。 

○委員（浅田  徹） 最初で申し訳ないな、今日は

あまりこういう議論はしたくないなと思ってたん

だけど。 

○委員長（上田 伴子） 今日はちょっと所管事項の

事務概要の説明ですので、一応そういう観点でお願

いします。 

 いいですか、ほんなら。 

○委員（芹澤 正志） 山陰近畿と北近畿の関係で、

最終的に有料化になるめどっていうのがどの辺り

になるのかなっていうのと、もう１個は、これ、パ

ーキングっていうかトイレがまほろばからずっと

無いですよね。これつながってもずっと無いですよ

ね、香住のほうも。その辺の計画はないのかという。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○建設課長（冨森 靖彦） 今言われました有料化と

いうのは、北近畿豊岡自動車道も山陰近畿自動車道

も有料化の予定はないと聞いています。トイレは、

まほろばにはありますが、本区間は無料区間ですの

で、計画はありません。また、高規格道路直結での

パーキングというのは設けられないというふうに

は聞いております。以上です。 

○委員長（上田 伴子） どうぞ。 

○委員（芹澤 正志） 分かりました。ただ、あまり

にも距離が長いと、もう路上に止めてみたいなこと

になると危険性が、幾ら無料区間だって言ったって

そういうこともあるので、僕もこの間、県と国との

話のときにそれ聞こうと思ってたんですけど、また

機会があったら僕からもあれしますけど、何かどっ

か考えていただきたいなというのがあります。以上

です。 

○委員長（上田 伴子） わかりました。 

 そうしたら、いいでしょうか。 

 それでは、ないようですので、以上で委員会所管

事項の事務概要については終わりますが、この際、

当局から何か発言はありませんか。 

 それでは、ないようですので、当局の職員の方は

退席をしていただいて結構です。ご苦労さまでした。 

 休憩をします。再開は５０分。 

午前１０時３６分休憩 

──────────────────── 

午前１０時４７分再開 

○委員長（上田 伴子） ちょっと早いですけども、

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 では、（２）番としまして、委員会の運営方針に

ついて、委員会としては調査内容を絞り、より効果

的、効率的な成果を上げるため、重点調査事項を決

めてそれに沿って進めていきたいと考えています。

ご参考までに、別紙１に当委員会の設置要綱、別紙
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２として４年前まで設置されていた交通網問題調

査特別委員会の最終年の重点調査事項を参考に作

成しました重点調査事項（案）を上げておりますが、

改めて今期の委員会重点調査事項について協議を

お願いいたします。 

 この件について、ご意見はありませんか。 

 いいですか。委員の皆さん、これでよろしいです

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） それでは、異議なしと認め

ます。 

 では、その案を取っていただいて、読み上げます

ね。 

 交通網問題対策等調査特別委員会重点調査事項

として、１、高規格道路に関する事項、その中で１

点として、北近畿豊岡自動車道の事業推進に関する

こと、２つ目として、山陰近畿自動車道（鳥取豊岡

宮津自動車道）の事業推進に関すること、２点目と

して、但馬空港に関する事項、１点目として空港の

利用促進並びに支援体制に関すること、２点目とし

て東京直行便の実現に向けた事業推進に関するこ

と、３として路線バス等地域公共交通に関する事項、

その中の１点として市内公共交通網の充実並びに

利用促進に関すること、以上です。 

 それでは、次に（３）その他の委員会の席次につ

いてですが、本日は会派構成に配慮した形で着席し

ていただいておりますが、これでよろしいでしょう

か。ご意見があればお聞かせください。よろしいで

すか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） それでは、そのようにいた

します。 

 そのほかに、この際何か発言はありませんか。い

いですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） 先ほど小崎さんが言ってお

られた件に関して、どうでしょうか。 

○事務局主幹（小崎 新子） 次回の委員会の内容に

ついては、今回と同じようなことでよろしいですか。

もしご意見があるようでしたらお願いします。 

○委員長（上田 伴子） 委員会の、結局来てもらう

課とかそういうとこら辺ですね。 

 どうでしょうか。 

○委員（福田 嗣久） 今日は事務概要だから、また

深掘りして聞いてもらったら。 

○委員長（上田 伴子） そうしたら、次回は同じメ

ンバーで来ていただいて、その中で深掘りして聞い

ていただくということでよろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 伴子） それでは、ないようですの

で、以上をもちまして委員会を閉会いたします。お

疲れさまでした。 

午前１０時５１分閉会 

──────────────────── 


